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旧
満
洲
（
現
東
北
三
省
）
の
地
域
別
農
業
生
産
構
造

　
　
　
－
地
域
別
中
国
研
究
へ
の
一
接
近
－

地
域
別
中
国
研
究
の
方
法
と
課
題

　
現
代
中
国
研
究
の
テ
ー
マ
の
な
か
で
、
「
革
命
と
伝
統
」
ほ
ど

古
く
て
新
し
い
も
の
は
な
い
。
現
代
中
国
に
か
ん
す
る
見
解
は
い

つ
も
そ
の
点
で
分
か
れ
て
き
た
。
人
民
共
和
国
の
建
設
、
社
会
主

義
化
、
大
衆
運
動
、
思
想
教
育
…
…
こ
れ
ら
の
「
革
命
」
を
通
じ

て
「
伝
統
」
中
国
と
中
国
人
は
果
た
し
て
変
っ
た
の
か
、
変
っ
た

と
す
れ
ぱ
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
？
　
「
四
人
組
」
打
倒
以
後
の
す

さ
ま
じ
い
勢
い
で
の
中
国
の
変
容
は
再
び
こ
の
間
題
を
浮
か
ぴ
上

が
ら
せ
て
き
た
。
日
く
。
中
国
は
毛
沢
東
と
い
う
皇
帝
を
戴
い
た

「
半
封
建
」
体
制
で
あ
っ
た
。
日
く
。
中
国
の
官
僚
制
は
社
会
主

義
官
僚
制
に
伝
統
的
官
僚
制
が
結
び
つ
い
て
で
き
た
、
云
々
。
老

中
　
兼

和
　
津

次

え
て
み
れ
ぱ
、
ど
の
よ
う
な
革
命
も
伝
統
的
要
素
を
完
全
に
払
拭

し
う
る
は
ず
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
革
命
と
変
化
に
カ
点
を
置
く

か
、
伝
統
と
不
変
性
を
重
視
す
る
か
に
よ
り
、
人
々
の
対
中
国
認

識
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
そ
の
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
判
断
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
の
現
実
の
推
移
は
、
そ
う
し
た
硬

直
し
た
、
二
兀
的
視
角
の
不
毛
さ
を
露
わ
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　
現
代
中
国
は
確
か
に
大
き
く
変
っ
た
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
伝
統
の
し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
単
純
に
し
て
平

凡
な
真
理
・
常
識
を
前
提
に
、
こ
九
か
ら
は
中
国
と
い
う
一
つ
の

大
き
な
社
会
に
み
ら
れ
る
伝
統
と
革
命
の
あ
り
方
、
両
者
の
相
互

関
係
、
そ
し
て
そ
の
変
化
の
あ
ピ
様
に
つ
い
て
、
既
成
観
念
や
イ
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デ
オ
ロ
ギ
ー
に
捕
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
実
を
少
し
ず
つ
確
認
し
、

ま
た
仮
説
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の

基
本
的
姿
勢
と
し
て
以
下
の
三
つ
の
多
元
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の

組
合
わ
せ
が
脊
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ピ

　
第
一
が
中
国
を
い
く
つ
か
の
地
域
に
分
け
、
個
別
地
域
に
焦
点

を
合
わ
せ
て
事
実
を
発
見
し
、
整
理
し
、
分
析
し
て
い
く
ア
プ
ロ

、
チ
で
あ
る
。
合
十
億
、
面
穣
九
六
〇
品
、
数
千
年
の
悠
久

の
歴
史
を
も
つ
中
国
を
一
つ
の
地
域
と
捉
え
、
そ
の
な
か
の
地
域

間
の
共
通
性
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
し
ぱ
し
ぱ
誤
解
を
生
む
。

た
と
え
ぱ
、
最
北
端
の
黒
竜
江
省
と
最
南
端
の
広
東
省
の
農
村
を
・

社
会
主
義
と
中
国
と
い
う
共
通
項
だ
け
で
括
る
に
は
、
そ
の
間
の

距
離
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
両
地
域
を

異
な
つ
た
地
域
と
み
な
し
、
細
か
に
耐
歓
卯
農
村
を
比
較
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

っ
た
方
が
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
地
域
を
ど
の
よ
う
に
と
る
か
で
あ

る
。
東
北
、
華
北
、
華
南
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
一
級
行
政
区

（
省
、
直
轄
市
、
自
治
区
）
の
固
ま
り
で
と
る
の
か
、
そ
れ
と
も

省
レ
ベ
ル
で
と
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
下
の
地
区
、
県
・
村
等

の
レ
ベ
ル
で
と
る
の
か
。
そ
れ
と
も
行
政
区
画
と
は
別
の
基
準
・

た
と
え
ぱ
農
業
で
い
え
ぱ
土
壌
、
作
物
別
の
自
然
的
な
分
類
に
従

う
の
か
。
結
局
は
、
分
析
目
的
と
資
料
・
デ
ー
．
タ
の
両
者
に
よ
り

地
域
類
型
の
仕
方
は
異
な
っ
て
く
る
。
現
段
階
の
資
料
状
況
で
は
・

中
国
を
省
レ
ベ
ル
、
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
レ
ベ
ル
で
分
類
す
る

こ
と
が
最
も
安
全
な
よ
う
で
あ
る
。

　
も
う
一
点
は
次
に
述
べ
る
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
連
す
る
が
・

時
期
的
な
地
域
・
区
域
の
変
動
を
ど
う
と
り
扱
う
か
・
で
あ
る
。

解
放
前
．
後
で
、
ま
た
解
放
後
三
十
年
間
に
中
国
の
行
政
区
画
は

と
こ
ろ
に
よ
り
大
き
く
変
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
省
レ
ベ
ル
で
中
国

を
地
域
区
分
す
る
さ
い
、
時
代
間
の
一
貫
性
を
場
合
に
よ
る
と
保

て
な
く
な
る
。
た
と
え
ぱ
第
－
図
を
み
る
と
、
旧
満
洲
と
現
東
北

三
省
と
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
・
刊
・

省
よ
り
下
の
レ
ベ
ル
、
た
と
え
ぱ
県
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ぱ

編
成
し
直
す
。
司
、
省
レ
ベ
ル
の
地
域
分
類
を
断
念
し
、
そ
れ
よ

り
下
の
レ
ベ
ル
の
地
域
に
よ
り
代
表
さ
せ
る
。
べ
、
省
レ
ベ
ル
で

あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
絶
対
的
な
地
域
類
型
指
標
で
は
な
く
相
対

的
な
そ
れ
（
た
と
え
ぱ
人
口
密
度
や
同
族
化
率
）
で
異
時
点
間
の

比
較
を
行
う
。
以
上
三
種
の
方
法
の
い
ず
れ
か
、
な
い
し
は
そ
の

組
合
わ
せ
を
用
い
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
が
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
あ
る
い
は
変
動
論
（
動
態
論
）

的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
れ
は
通
常
あ
る
地
域
の
あ
る
事
象
を
　
鮒
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歴
史
的
視
野
の
な
か
で
調
べ
、
そ
の
変
化
の
仕
方
、
程
度
、
過
程

に
つ
い
て
整
理
し
、
追
い
か
け
て
い
く
や
り
方
で
あ
る
。
現
代
中

国
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
解
放
後
の
歴
史
的
変
化
を
分
析
す
る
方
法

は
、
大
な
り
小
な
り
ど
の
よ
う
な
研
究
に
お
い
て
も
と
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
「
伝
統
と
革
命
」
と
を
間
題
に
す
る
と
き
、
ど
う

し
て
も
解
放
前
と
後
の
つ
な
が
り
を
正
面
か
ら
と
り
上
げ
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
や
り
方
は
、
少
な
く
と
も
現
代
中
国
経

済
研
究
に
か
ん
し
て
、
比
較
的
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば

■
巨
臼
目
α
く
o
ブ
、
ω
ぎ
目
自
宵
、
U
．
勺
智
ζ
畠
、
肉
曹
老
m
ぎ
ら
が
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

の
面
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
第
一
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
合
わ
せ
た
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま
り
中
国
の
あ
る
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
聰
）

の
解
放
前
一
後
を
つ
な
い
だ
研
究
と
な
る
と
極
端
に
少
な
く
な
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
現
代
中
国
の
地
域
別
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ほ

と
ん
ど
未
開
拓
の
分
野
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

　
第
三
の
方
法
論
は
、
と
り
あ
え
ず
シ
ス
テ
ム
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と

呼
ん
で
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
上
は
中
国
全
体
、
下
は
町
や
村
に

至
る
地
域
を
一
つ
の
構
造
、
な
い
し
は
シ
ス
テ
ム
と
捉
え
、
多
数

の
要
素
な
い
し
は
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
配
列
と
絡
み
合
い
と
し
て
地

域
に
接
近
し
て
い
く
や
り
方
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
制
度
と
技
術
、

経
済
と
社
会
、
法
と
文
化
、
と
い
っ
た
複
数
の
要
素
を
と
り
出
し
、

そ
れ
ら
の
要
素
間
の
相
互
関
係
を
調
べ
て
い
く
。
現
代
中
国
研
究
　
　
舳

に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
従
来
、
経
済
や
政
治
と
い
う
個
々
の
社
会
現

象
を
地
域
別
に
、
あ
る
い
は
歴
史
的
に
追
求
す
る
努
カ
は
な
さ
れ

て
も
、
異
な
る
分
野
の
社
会
現
象
の
複
雑
に
絡
ん
だ
諸
関
係
を
解

き
ほ
ぐ
そ
う
と
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

弔
胃
｝
争
竃
ρ
峯
ξ
8
の
作
業
は
そ
の
数
少
な
い
例
の
一
つ
で
あ

荻
ガ
中
国
の
公
式
マ
ル
ク
ス
主
義
の
教
義
の
な
か
で
一
九
七
六
年

以
前
に
猛
威
を
振
っ
た
「
階
級
決
定
論
」
、
つ
ま
り
社
会
現
象
を

全
て
「
階
級
闘
争
」
に
換
元
し
て
レ
ま
う
方
法
や
、
古
典
的
マ
ル

ク
ス
主
義
者
に
多
い
「
（
経
済
的
）
土
台
決
定
論
」
は
、
そ
の
意

味
で
非
シ
ス
テ
ム
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
典
型
例
で
あ
る
。

　
以
上
三
種
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
組
合
わ
せ
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

現
代
中
国
研
究
、
た
と
え
ぱ
私
の
当
面
の
関
心
で
あ
る
地
域
別
農

業
・
農
村
変
動
の
研
究
の
課
題
を
考
え
る
た
め
に
、
以
下
や
や
シ

ェ
マ
テ
ィ
ク
に
議
諭
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
い
ま
地
域
を
A
，
B
、
時
期
を
1
，
2
、
そ
し
て
地
．
域
を
性
楕

づ
け
る
シ
ス
テ
ム
の
要
素
（
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
）
を
a
，
b
、
い
ず

れ
も
一
対
の
組
合
わ
せ
を
考
え
る
。
こ
こ
で
地
域
は
中
国
を
二
つ
．

以
上
の
区
域
に
分
割
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
レ
ペ
ル
で
定
義

し
て
も
よ
い
。
ま
た
時
点
1
，
2
は
、
た
と
え
ば
解
放
前
と
解
放
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後
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
。
シ
ス
テ
ム
の
要
素
乱
、
b
を
仮
に
経

済
と
社
会
と
い
う
よ
う
に
捉
え
て
お
く
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
三

次
元
に
お
け
る
地
域
・
シ
ス
テ
ム
の
配
置
は
第
－
表
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
意
味
の
あ
る
「
比
較
」
は
同
表
下
に
列
挙
・
例
示
し

た
も
の
に
犬
体
限
ら
れ
よ
う
。

　
1
1
1
）
は
い
わ
ゆ
る
地
域
間
比
較
、
あ
る
場
合
に
は
「
地
域
構

造
分
析
」
と
も
い
わ
れ
る
。
同
じ
く
2
）
は
歴
史
的
推
移
、
変
動
の

分
析
で
あ
る
。
ま
た
の
は
、
地
域
と
い
う
大
き
い
シ
ス
テ
ム
の
経

済
．
社
会
構
造
分
析
に
相
当
す
る
。

第1表　地域別比較分析のいくつかのタイプ

時 点

地域システム 1 2

・／ a A且1 一→　A乱2

b Ab1

→
Ab2

・／ a B乱1

→
B皿里

b Bb1 →　　Bb里

比較・I1）
　　　　　　2）

　　　　　　3）

　　　　】I　1）

　　　　　　2）

　　　　　　3）

皿

A～：B．1

A．11A旦主

A乱1：Ab1

（A且1→A乱2）：（B皿1一→B、！）

（A・1HA・1）：（B皿1HB．1）

（A乱1→A且2）：（A．L→A．2）

（A皿’HB凪1）1（A且2HB副2）

注）1硅前後のもの（事象）を比較することを装わし，

　　・一→肚相互作用を示す。

　
皿
－
1
）
は
変
動
過
程
の
地
域
間
比
較
で
あ
り
、
同
じ
く
2
）
は
構

造
の
地
域
間
比
較
、
そ
し
て
3
）
は
地
域
内
の
経
済
・
社
会
両
シ
ス

テ
ム
間
変
動
比
較
で
あ
る
。
皿
は
、
地
域
間
相
互
関
係
（
た
と
え

．
ぱ
財
の
移
動
や
市
場
圏
、
通
婚
圏
）
の
異
時
点
間
の
比
較
を
対
象

と
す
る
。

　
以
上
の
比
較
分
析
の
諸
類
型
を
現
代
中
国
研
究
に
当
て
は
め
る

と
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
せ
い

ぜ
い
1
の
段
階
に
止
ま
づ
て
お
り
、
n
の
段
階
に
は
ほ
と
ん
ど
至

っ
て
い
な
い
。
中
国
の
農
村
な
い
し
農
業
の
研
究
の
現
段
階
も
、

よ
う
や
く
1
－
1
）
や
I
I
2
）
が
始
ま
っ
た
ぱ
か
り
と
い
え
る
。

　
無
論
そ
の
原
因
は
犬
部
分
資
料
ニ
ァ
ー
タ
の
不
足
に
あ
る
。
か

つ
て
L
．
バ
ツ
ク
が
行
っ
た
よ
う
な
豊
宮
な
実
態
調
査
に
裏
打
ち

さ
れ
た
包
括
的
な
農
業
構
造
の
地
域
間
比
較
（
I
l
1
）
）
研
究
は
、

解
放
後
の
中
国
に
か
ん
し
て
行
え
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

量
的
に
は
豊
富
な
解
放
前
の
地
域
別
農
業
・
農
村
関
係
の
各
種
の

デ
ー
タ
を
収
集
．
整
理
し
、
第
ユ
表
の
1
か
ら
n
の
段
階
へ
研
究

を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
発
想
自
体
が
欠
け
て
い
た
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。
第
－
表
の
整
理
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
1
－
2
）
の
レ

ベ
ル
で
作
業
を
進
め
て
い
る
複
数
の
研
究
者
が
、
専
門
と
す
る
A
，

B
両
地
域
の
変
動
過
程
の
分
析
を
も
ち
よ
れ
ぱ
、
n
－
1
）
の
レ
ベ

609
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ル
の
研
究
が
可
能
と
な
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
共
同
研
究

組
織
は
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
な
か
つ
た
。
　
。
同
時
に
、
■
1
2
）
や
3
）
の

レ
ベ
ル
の
比
較
研
究
を
行
う
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
学
際
的
研
究
が

　
　
　
　
　
＾
5
）

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
代
中
国
に
お
け
る
「
革
命
と
伝
統
」
と
い
う
こ
の
大
間
題
に

接
近
し
て
い
く
に
は
、
理
論
的
考
察
や
中
国
全
体
を
対
象
と
す
る

従
来
の
一
般
的
方
法
と
は
別
に
、
こ
う
し
た
地
域
、
時
間
、
シ
ス

テ
ム
の
次
元
を
一
段
下
げ
た
個
別
的
実
証
研
究
の
横
み
重
ね
が
次

第
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
し
た

視
角
か
ら
こ
れ
ま
で
旧
満
洲
（
現
東
北
三
省
）
の
農
業
と
農
村
に

焦
点
を
当
て
、
上
述
し
た
意
味
の
シ
ス
テ
ム
的
分
析
（
第
－
表
の

I
l
3
）
）
、
あ
る
い
は
長
期
変
動
過
程
（
同
I
l
2
）
）
を
追
っ
て

む
赴
。
中
国
が
情
報
を
少
し
ず
つ
公
開
し
始
め
、
ま
た
毛
沢
東
時

代
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
軽
視
さ
れ
て
き
た
各
種
実
態
調
査
に

再
ぴ
と
り
か
か
呑
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
上
記
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

ま
す
ま
す
現
実
的
に
な
っ
て
く
る
。
私
の
対
象
と
し
て
き
た
旧
満

洲
や
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
者
が
精
カ
的
に
と
り
上
げ
て
き
た

広
東
省
以
外
に
、
た
と
え
ぱ
華
北
や
華
中
、
山
東
省
や
江
蘇
省
の

農
業
構
造
、
あ
る
い
は
農
村
社
会
の
変
動
過
程
も
と
り
上
げ
、
相

互
に
比
鮫
・
対
照
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
節
で
は
、
そ
う
し
た
発
想
か
ら
筆
者
の
旧
稿
の
延
長
と
し
て
、

旧
満
洲
地
域
の
省
別
農
業
生
産
構
造
と
そ
の
推
移
の
整
理
を
試
み

る
。

（
1
）
　
こ
の
面
の
業
績
と
し
て
、
た
と
え
ぱ
尾
上
悦
三
「
中
国
農
業
の

　
地
域
構
造
」
中
国
資
本
蓄
横
研
究
会
繍
『
中
国
の
経
済
発
展
と
制

　
度
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
六
年
、
や
、
日
本
貿
易
振
興
会

　
『
中
国
一
省
別
経
済
地
理
』
一
九
八
一
年
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）
員
ド
O
．
邑
肉
1
ρ
ぎ
戸
H
寺
二
。
。
、
。
ミ
ミ
ミ
き
雨

　
○
ぎ
ミ
亀
ミ
s
ぎ
ざ
ミ
き
峯
畠
ま
o
註
邑
H
§
o
§
雨
亀
ミ
軋
向
s
註
o
§
｝
o
b
雨
．

　
邑
恩
§
§
｝
；
§
1
ε
篭
一
句
ユ
暮
g
；
d
目
｛
く
・
弔
、
。
閉
、
・
一
8
㎝
・
・

　
ω
匡
目
冨
’
ρ
老
’
、
旨
胃
ぎ
き
拓
嘗
目
o
ω
o
q
巴
ω
片
；
g
膏
9
市
彗
｛

　
－
～
自
、
．
言
ミ
§
、
県
』
之
§
9
ミ
ぎ
一
竃
・
睾
H
－
少
岩
寒
1
“

　
、
竃
巨
旨
9
U
乏
o
日
葦
一
』
雫
札
o
ミ
“
ミ
ミ
b
§
辿
急
§
§
｝
｛
、
o
ぎ
ミ
亀

　
§
†
§
申
＞
曇
篶
害
ず
ー
0
3
嚢
P
き
（
＆
・
）
§
§
、
餉

　
ミ
o
き
§
向
8
書
ミ
§
串
萱
ミ
ざ
ミ
、
ミ
冬
§
き
雨
一
望
嘗
巨
o
、
ρ

　
d
．
弔
二
岩
昌
一
肉
顯
ミ
ω
医
一
H
ブ
o
昌
窒
一
〇
ぎ
ミ
s
．
｝
ド
§
ミ
帖
§
o
ミ
ざ

　
H
s
軋
ミ
包
ミ
ミ
汀
§
一
d
巳
～
．
o
｛
峯
δ
巨
㎝
里
目
勺
『
g
y
旨
o
o
o
・

（
3
）
　
た
と
え
ぱ
、
の
ち
に
挙
げ
る
拙
稿
の
他
、
田
島
俊
雄
「
農
業
の

　
多
毛
作
化
と
農
村
工
業
」
小
島
編
『
中
国
の
都
市
化
と
農
村
建
設
』

　
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
八
年
、
尾
上
悦
三
「
近
代
中
国
農
業
史
－
そ

　
の
数
量
的
側
面
1
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
九
七
七
年
一
二
月
号
な

　
ど
が
あ
る
。

（
4
）
霊
邑
i
書
曇
彗
邑
芦
内
・
書
苫
。
・
§
鳶
恥
、
ミ
乱
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（73）　1日満洲（現東北三省）の地域別農業生産構造

、
§
寺
ぎ
9
§
喜
ミ
ミ
§
§
d
身
；
一
婁
S
零

　
市
、
o
箪
一
ミ
o
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
国
の
農
村
社
会
」
『
ア

　
ジ
ァ
経
済
』
一
九
七
九
年
九
月
参
照
の
こ
と
）
。

（
5
）
　
中
国
経
済
史
研
究
に
お
け
る
歴
史
挙
者
と
経
済
学
者
の
協
カ
を

　
呼
ぴ
か
け
た
フ
ェ
イ
ら
の
捉
案
を
参
照
の
こ
と
。
句
具
－
o
旨
目
里
ま

　
H
－
・
■
員
、
＞
自
向
■
渇
ユ
彗
8
0
｛
巨
ぎ
a
－
眈
O
号
－
畠
q
＞
勺
弓
－

　
8
竃
｝
ざ
射
o
8
胃
g
ぎ
o
巨
屋
器
向
8
目
o
目
－
o
串
－
県
昌
｝
一
、
旨

■
昌
彗
o
ぎ
（
婁
・
）
一
き
＄
§
9
・
§
亀
§
§
ざ
曇
き
§

　
＞
o
p
o
o
冒
旨
ω
…
目
－
o
p
－
o
N
o
－

（
6
）
　
拙
稿
「
人
民
公
社
と
＝
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
嶋
倉
・
中
兼
煽
『
人
民

　
公
社
制
度
の
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
　
一
九
八
○
年
。
同
「
中

　
国
の
農
業
生
産
構
造
の
変
容
－
東
北
三
省
に
か
ん
す
る
分
析
的
試

　
論
1
」
『
経
済
研
究
』
一
九
八
二
年
一
月
、
お
よ
ぴ
拙
著
『
旧
満

　
洲
農
村
杜
会
経
済
構
造
の
分
析
』
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
　
一
九
八
二

年
。

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡

旧
満
洲
農
業
の
地
域
別
変
化

　
す
で
に
旧
稿
に
お
い
て
分
析
し
た
よ
う
に
、
旧
満
洲
（
現
東

北
）
地
域
全
体
の
農
業
は
、
大
き
な
長
期
的
構
造
変
化
を
遂
げ
て

　
＾
1
）

き
た
。
こ
こ
で
は
、
省
別
に
み
た
当
該
地
域
農
業
の
生
産
構
造
の

変
化
を
追
う
こ
と
に
す
る
。
そ
の
主
た
る
狙
い
は
、
三
省
の
農
業

生
産
構
造
が
、
経
済
発
展
と
制
度
変
革
、
そ
し
て
人
口
増
の
な
か

で
次
第
に
差
異
を
失
い
、
旧
満
洲
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
南
満
型
」

生
産
構
造
に
一
様
に
近
づ
い
て
き
た
の
か
、
に
つ
い
て
調
べ
る
こ

と
に
あ
る
。
東
北
三
省
農
業
の
地
域
的
補
完
関
係
と
そ
の
推
移

（
第
ユ
表
に
お
け
る
皿
）
に
つ
い
て
は
、
東
北
三
省
全
体
の
地
域

自
給
問
題
と
の
関
連
で
興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
制

約
上
将
来
に
残
し
、
こ
こ
で
は
専
ら
各
省
農
業
の
産
出
・
投
入
両

面
に
わ
た
る
解
放
前
か
ら
今
目
に
至
る
ま
で
の
動
き
を
素
描
す
る

に
と
ど
め
る
。

　
分
析
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
解
放
前
の
時

点
と
し
て
一
九
三
〇
年
、
な
い
し
は
二
九
－
三
二
年
の
平
均
、
お

よ
ぴ
一
九
三
九
年
、
な
い
し
は
三
八
－
四
二
年
の
平
均
を
選
ぴ
、

前
者
の
時
点
に
か
ん
し
て
は
『
満
洲
産
業
統
計
』
の
、
後
者
の
時

点
に
か
ん
し
て
は
『
満
洲
農
産
統
計
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
県
・
旗
・

市
別
デ
ー
タ
（
た
だ
し
、
関
東
州
に
つ
い
て
は
『
関
東
庁
統
計

書
』
デ
ー
タ
）
を
用
い
て
、
現
在
の
東
北
三
省
に
対
応
す
る
よ
う

省
別
に
分
類
す
る
。
次
に
そ
れ
を
解
放
以
後
の
主
と
し
て
一
九
五
．

七
、
八
O
年
デ
ー
タ
と
対
照
さ
せ
、
そ
の
変
化
と
、
変
化
を
惹
き

起
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
要
因
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

必
要
．
可
能
な
限
り
、
県
別
デ
ー
タ
に
よ
り
補
強
す
る
。

　
こ
の
方
法
を
め
ぐ
り
、
前
節
で
指
摘
し
た
地
域
の
と
り
方
に
か
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一橘論叢 第八十七巻 第五号　（74）

第1図 旧満洲と現東北三省

ソ

連

％　　　“i　　　　W

チチ’、ル　咄　　oチャムス

　　ハルピン江
古

区

自

治％
　吉
長春（1日新京）

　。　林
　四平　　　　省
。藩陽

遼寧（1日奉天〕

モンゴル

　
治

大違
　
津
　
天京ヒ

ヒ
ヨ
省

司

ん
し
て
二
点
だ
け
留
保
し
て
お
く
。
旧
稿
で
は
旧
満
洲
地
域
全
体

の
集
計
的
デ
ー
タ
を
求
め
る
た
め
に
、
旧
満
洲
全
体
の
数
値
か
ら

興
安
四
省
と
熱
河
省
の
分
を
差
し
引
き
、
関
東
州
の
値
を
足
し
合

：現北京・天津特別市

：旧熱河省

：1日興安四省

：旧関東州

：旧「満洲国」国境線 ：現東北三省

騒
婆
堅

わ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
（
第
－
図

参
照
）
。
し
か
し
今
回
は
県
別
デ
ー
タ
を

編
成
し
直
す
と
い
う
や
り
方
を
と
っ
た
た

め
に
、
三
省
合
計
の
数
字
が
前
回
の
そ
れ

と
完
全
に
一
致
し
な
い
。
次
に
、
デ
ー
タ

そ
の
も
の
の
信
頼
性
は
解
放
前
・
後
の
い

ず
れ
の
時
点
に
か
ん
し
て
も
間
題
が
あ
る

が
、
旧
満
洲
地
域
の
県
別
デ
ー
タ
を
現
行

行
政
区
画
の
三
省
別
に
穂
み
上
げ
て
い
っ

た
た
め
に
、
各
県
（
ま
た
は
旗
・
市
）
の

区
域
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
省
境
に
位

置
す
る
県
の
区
域
が
、
解
放
後
の
現
在
の

そ
れ
に
一
致
し
な
い
隈
り
、
解
放
前
・
後

の
集
計
デ
ー
タ
に
は
百
バ
ー
セ
ン
ト
の
斉

合
性
は
な
い
。
し
か
し
、
最
後
の
点
に
つ

い
て
は
今
の
と
こ
ろ
確
か
め
る
術
が
な
く
、

ま
た
犬
ま
か
な
趨
勢
さ
え
提
え
ら
れ
れ
ぱ

本
稿
の
大
半
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
ω
産
出
構
造
の
変
化

612



（75）　旧満洲（現東北三省）の地域別農業生産構造

第2表a東北三省農産物生産・作付構成：1930年（単位、％）

黒竜 江省 吉林省 遼寧省
生産量作付 生産量作付 生産量 作 付

1．米 0．7 O．5 2．6 2．7 1．7 1．6

2．小麦 14．7 19．0 3．3 5．2 O．9 1．6

3。高梁 14．8 13．5 25．0 23．2 41．3 37．9

4．粟 18，9 17．3 20．8 19．9 11．9 11．9

5．トウモ回コシ 4．9 3．7 9．3 7．2 15．3 13．4

6。その他雑穀 8，7 9．1 11．6 10，9 13．O 工2．9

7．大豆 37．4 36．9 27，3 30．8 15，8 20．8

A食糧計 100．0 100．0 100．0 100．O 100．O 100．0

注）賃料の制約から，「経済作物その他」の作付楠成比は不明。

出所）満鉄調査部『昭和5年度満洲産葉統針』より計算。

第2表b

黒　竜　江　省

全産量作付

同。1939年

　吉　林　省

生産最　作　付

　遜　寧　省

生産量　作　付
1
．

米 3．7 1．4 5，7 2．8 5．9 4．2

2．

小麦 11．4 18．0 1．5 2．O 1．7 1．5
3
、

高梁 15．2 11．3 24．9 20．2 42，7 32．1
4．

粟 21．1 18．2 18，0 18．4 13．6 12．4
5．

トウモ回コシ 13．8 9．5 144 12．2 13，1 12．5
6
．

いも類亡 1．8 2．O 2．O 1．7 0．6 0．6
7
．

その他雑穀 7．2 8．3 8．6 10．4 7．4 8．9
8
．

大豆 25．7 26．7 25．0 27，3 15．0 18．8

A 食糧言十 100．O 95．7 100．0 95．6 100．0 91．2

B 経済作物・そ 14．3 4．4 8．8

の他

C 総作付面稜 100．0 100．O 100，0

注）　‡いも類は。黒逝江。吉林両省と。旧関東州を除く遼寧省にかんしてlt馬鈴碧のみ，

　旧関東州地域の遼寧省にかんしてlt対薯を含む。
幽所）満録調査部『昭和14年度沸洲湛産統計』より計算。

613

す

な産
わ出
ち面
　、　に

大か
豆　ん
を　し

含て
み　は

い食
も　糧

類（
の　現

生在
産の
量中
は国
五　の

分基
の準
一　に

で従
換　う

成算
に　す
限　る
つ　）

て　の
　’生

省産
別量
の　の

時構
期成
別　と

変　’

遷食
を糧．
追を
う含
こ　む

と農　　　　．
に作
し物
よ　の
う　作

○付　　　　　’

第構



一橋諭叢 第八十七巻 第五号　（76）

第2表c同．1957年

黒　竜 江 省 士
口 林 省 遼 寧 省

生産量 作 付 生産量 作 付 生産最 作 付

1
．

米 6．3 3．6 12．0 σ1 9．8 5．7

2
．

小麦 11．6 12．7 0．6 1．1 0．5 1．4

3
．

高梁 8．O 8．3 16．4 15，5 30．1 25．6

4． 粟 17．4 16．0 16．6 18．3 11．5 12．8
5
、

トウモロコシ 24．O ユ7．8 26．6 19．7 26．1 14．1
6
．

いも類 4．6 3．2 2．6 2．3 4．ア 3，5

｝7
．

その他 6．3 7．9 6．5 10．5 5．7 9，6
，
〕8

．

大豆 21．8 21．2 18．8 19，7 11．6 14．7

A 食糧計 100．0 90．7 100．0 93．2 100，0 8ア．4

B 経済作物 9．3 6．8 12．6

C 総作付面稜 10ひ0 100．0 100．0

注）1）原データの食概生産合計値と，各虚目生産最合猷値とカ含わ杣ので。「その他」を

　　残差とLて求めた。2）土地生産性カ棚寧省と黒竜江省の中間として求めた。

出所）孫敬之主鰯『東北地区経済地理』科学出版杜1959年より推計。

2
表
に
一
九
三
〇
年
、
三
九
年
、
お
よ
ぴ
五
七
年
の
数
値
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
解
放
以
後
の
他
の
年
次
に
か
ん
し
て
は
、
黒
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
一
）

江
省
を
除
き
完
全
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
参
考
値
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
2
表
の
デ
ー
タ
、
お
よ
ぴ
他
の
年
次
に
か
ん
す
る
参
考
デ
ー

タ
（
煩
雑
に
な
る
の
で
、
紙
幅
の
関
係
上
こ
こ
で
は
表
と
し
て
は

掲
げ
な
い
）
か
ら
、
一
九
五
七
年
ま
で
の
変
化
と
し
て
ま
ず
次
の

よ
う
に
結
論
で
き
そ
う
で
あ
る
。
第
一
に
、
水
稲
作
の
東
北
地
区

金
体
、
と
り
わ
け
北
方
地
帯
へ
の
進
展
が
あ
る
。
黒
竜
江
省
で
は
、

米
の
食
糧
生
産
量
全
体
に
占
め
る
比
率
は
一
九
三
〇
年
の
○
、
七

％
か
ら
三
九
年
の
三
、
七
％
、
五
二
年
の
四
、
一
％
、
五
七
年
の

六
、
三
％
へ
と
著
し
く
増
大
し
て
き
た
。
同
様
に
吉
林
、
遼
寧
の

両
省
で
も
、
一
九
三
〇
年
の
二
、
六
％
と
一
、
七
％
か
ら
、
五
七

年
の
二
一
％
と
九
、
八
％
へ
と
や
は
り
古
岡
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
ト

ウ
モ
回
コ
シ
の
伸
ぴ
も
著
し
く
、
こ
こ
で
も
黒
竜
江
、
吉
林
、
遼

寧
の
順
で
そ
の
構
成
比
は
一
貫
し
て
増
大
し
て
き
た
。

　
第
二
に
、
高
梁
、
粟
の
雑
穀
類
、
お
よ
び
大
豆
と
い
う
旧
満
洲

農
業
を
特
徴
づ
け
た
作
物
の
退
潮
で
あ
る
。
高
梁
は
一
九
三
〇
年

と
三
九
年
の
二
時
点
間
に
ほ
と
ん
ど
差
は
な
く
、
解
放
前
・
後
の

差
が
犬
き
い
。
黒
竜
江
省
の
場
合
、
そ
の
食
糧
生
産
量
構
成
比
は
、

一
九
三
九
年
の
一
五
、
二
％
か
ら
五
二
年
の
一
五
、
六
％
へ
、
さ

ら
に
五
七
年
の
八
％
へ
と
変
化
し
、
そ
れ
が
つ
ね
に
主
産
物
で
あ
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（η）　旧満洲（現東北三省）の地域別農業生産構造

っ
た
遼
寧
省
の
場
合
、
一
九
三
九
年
の
四
二
、
七
％
か
ら
五
二
年

の
三
九
、
四
％
へ
、
さ
．
ら
に
五
七
年
の
三
〇
、
一
％
へ
と
変
っ
て

き
た
。
大
豆
に
し
て
も
、
そ
の
構
成
比
は
主
産
地
で
あ
る
黒
竜
江

省
に
お
い
て
解
放
前
に
す
で
に
低
下
し
て
き
て
い
た
が
、
解
放
後

三
省
全
て
に
お
い
て
低
下
し
た
。

　
第
三
に
、
以
上
の
二
点
に
絡
む
が
、
作
物
構
成
の
多
角
化
傾
向
、

つ
ま
り
非
単
作
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
生
産
量
に
せ
よ
但
付
面
稜

に
せ
よ
、
最
大
構
成
比
を
占
め
て
い
た
作
物
、
す
な
わ
ち
黒
竜
江

省
お
よ
び
吉
林
省
の
大
豆
、
遼
寧
省
の
高
梁
は
、
一
九
三
〇
年
の

三
〇
～
四
〇
％
台
か
ら
一
九
五
七
年
の
二
〇
％
台
へ
と
、
そ
の
比

重
を
低
下
さ
せ
て
き
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

農
業
を
め
ぐ
る
制
度
的
環
境
の
変
化
が
強
く
作
用
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
〇
年
は
政
府
統
制
の
全
く
働

か
な
い
、
市
場
、
し
か
も
世
界
市
場
の
カ
に
農
業
生
産
が
左
右
さ

れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
は
満
洲
国
の
農
産
物
統
制

が
本
格
化
し
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
解
放
後
、
と
り
わ
け
集
旺
化

が
完
成
し
た
一
九
五
七
年
は
政
府
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
農
業

の
生
産
決
定
を
支
配
し
た
時
期
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
無

政
府
的
市
場
」
の
作
り
出
し
た
農
産
物
構
成
は
、
政
府
の
計
画
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
貫
徹
し
て
い
く
に
つ
れ
、
意
識
的
に
変
化
さ
せ

ら
れ
、
多
角
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
第
四
に
、
と
は
い
え
地
域
間
の
差
異
が
こ
の
間
に
縮
小
し
て
き

た
様
子
は
み
ら
れ
な
い
。
元
来
が
南
方
の
作
物
で
あ
っ
た
水
稲
が

黒
竜
江
沿
岸
に
ま
で
北
限
を
延
ぱ
し
て
き
た
と
し
て
も
、
黒
竜
江

省
全
体
の
産
出
構
成
が
遼
寧
省
の
そ
れ
に
ま
す
ま
す
近
づ
い
て
き

た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
相
対
的
な
生
産
量
で
と
る
と
、
一
九
三

〇
年
に
は
遼
寧
省
の
高
梁
生
産
量
は
黒
竜
江
省
の
二
、
八
倍
で
あ

っ
た
も
の
が
、
三
九
年
に
も
二
、
八
倍
、
五
七
年
に
は
三
、
八
倍

に
拡
犬
し
て
い
る
。
一
方
、
同
様
な
意
味
で
大
豆
の
相
対
的
格
差

を
み
る
と
、
一
九
三
〇
年
に
は
黒
竜
江
省
は
遼
寧
省
の
二
、
四
倍
、

三
九
年
に
は
一
、
七
倍
、
五
七
年
に
は
一
、
九
倍
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
一
九
五
七
年
ま
で
は
、
東
北
三
省
農
業

の
産
出
構
造
は
各
省
で
多
角
化
し
て
き
た
も
の
の
、
省
間
の
相
対

的
楮
差
は
解
放
前
・
後
で
大
体
変
ら
な
か
っ
た
、
と
結
論
で
き
そ

う
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
産
出
構
造
の
動
き
は
、
一
九
七
九
・
八
O
年
に

な
る
と
や
や
様
相
が
異
な
っ
て
く
る
。
情
報
は
極
端
に
少
な
く
な

り
、
断
片
的
情
報
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
が
、
黒
竜
江
省
に

か
ん
し
て
、
一
九
八
○
年
の
産
出
構
造
は
大
ま
か
な
と
こ
ろ
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
作
付
面
積
で
み
る
と
、
食
糧
の
作
付
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一橘論叢 第八十七巻 第五号　（78）

は
八
六
％
前
後
、
そ
の
な
か
で
水
稲
は
全
作
付
面
積
の
三
、
三
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

小
麦
は
二
三
、
一
％
、
大
豆
が
一
八
、
七
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

第
2
表
c
と
対
照
さ
ぜ
て
み
る
と
、
小
麦
の
作
付
比
率
が
大
幅
に

伸
ぴ
、
大
豆
の
そ
れ
が
や
や
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
生

産
量
で
と
る
と
、
一
九
八
○
年
の
黒
竜
江
省
の
小
麦
の
比
率
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

七
％
に
も
達
し
、
や
は
り
著
し
く
増
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
こ

と
は
、
六
〇
年
代
以
降
東
北
三
省
に
お
い
て
農
産
物
、
と
く
に
食

糧
の
な
か
の
雑
穀
（
「
粗
糧
」
）
の
比
重
が
き
わ
め
て
低
下
し
、
逆

に
米
麦
（
「
細
糧
」
）
の
そ
れ
が
大
い
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
必
ず
し

も
意
味
し
な
い
。
た
と
え
ぱ
吉
林
省
楡
樹
県
で
は
「
近
年
、
食
糧

生
産
百
万
ト
ン
の
高
い
目
標
数
値
を
実
現
す
る
た
め
に
、
絶
え

ず
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
面
積
を
拡
大
し
、
一
九
八
○
年
に
は
食
糧

（
「
糧
豆
」
）
総
面
積
の
六
割
以
上
に
ま
で
達
し
、
輸
作
体
系
を
乱

し
、
そ
の
た
め
に
地
カ
が
低
下
し
、
土
壌
自
体
の
病
虫
害
低
抗
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

カ
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
遼
寧
省
海
城
県
で
は
、

「
食
糧
作
物
の
作
付
に
は
単
一
化
が
み
ら
れ
、
〔
人
民
公
社
〕
社
員

の
消
費
食
糧
と
国
家
に
提
供
す
る
も
の
の
圧
倒
的
大
部
分
が
雑
穀

で
あ
る
。
（
申
略
）
来
年
〔
一
九
八
二
年
〕
か
ら
は
、
総
生
。
産
量

が
必
ず
着
実
に
上
昇
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
作
物
構
成

を
徐
々
に
改
め
、
雑
穀
面
穣
を
圧
縮
し
、
小
麦
お
よ
ぴ
油
料
作
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

面
積
を
増
や
す
予
定
で
あ
る
L
と
い
う
。
さ
ら
に
黒
竜
江
省
に
し

て
も
、
一
部
の
地
域
、
た
と
え
ぱ
調
河
県
で
は
「
一
九
七
九
年
以

前
に
は
盲
目
的
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
面
積
を
拡
大
し
、
麦
・
豆
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

の
面
積
を
圧
縮
し
た
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
断
片
的
情
報
に

も
と
づ
き
、
次
の
よ
う
に
推
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

近
年
（
恐
ら
く
は
文
革
以
降
）
上
部
か
ら
下
ろ
さ
れ
て
く
る
食

糧
増
産
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
一
般
に
土
地
生
産
性
の
比
較

的
高
い
薙
穀
、
と
く
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
を
拡
大
す
る
傾
向

が
強
ま
り
、
他
方
黒
竜
江
省
の
よ
う
に
開
墾
の
余
地
の
あ
る
地

域
で
は
、
地
力
の
高
い
開
墾
地
を
中
心
に
国
家
買
上
げ
価
樒
の
比

較
的
高
い
小
麦
等
の
作
物
を
よ
り
多
く
作
付
、
生
産
し
が
ち
で

　
（
7
〕

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
県
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
下
の
レ
ペ
ル

の
地
域
で
と
る
と
、
農
業
の
産
出
構
造
は
近
年
に
は
む
し
ろ
単
一

化
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
集
計
し
た
省
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
東
北
三

省
で
は
一
般
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
を
中
心
と
す
る
作
物
生
産
に
偏

重
し
が
ち
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
少
な
く
と
も
、
先
に
み
た
一
九
五

〇
年
代
に
お
け
る
産
出
構
造
多
角
化
の
動
き
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

一
補
。
注
二
一

、
つ

　
一
九
八
○
年
以
降
、
東
北
三
省
の
み
な
ら
ず
中
国
全
体
に
対
す

る
農
業
政
策
は
再
ぴ
大
き
く
転
換
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
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（79）　旧満洲（現東北三省）の地域別農業生産構造

で
の
当
面
の
間
題
で
あ
る
農
業
産
出
構
造
と
い
う
側
面
に
限
っ
て

み
て
も
、
ま
ず
黒
竜
江
省
の
「
三
三
制
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、

耕
種
部
門
以
外
の
広
義
の
農
業
生
産
活
動
の
積
極
的
拡
大
が
あ
り
、

次
に
耕
種
部
門
に
限
る
と
、
省
内
農
業
地
域
別
の
「
比
較
優
位
」

（
中
国
語
で
い
う
「
優
勢
」
）
に
も
と
づ
く
地
域
特
化
政
策
・
の
強
調

で
あ
る
。

　
「
三
三
制
」
と
は
、
粗
生
産
額
で
測
っ
て
食
糧
、
経
済
作
物
、

林
業
・
牧
畜
・
副
業
・
漁
業
等
非
農
業
生
産
活
動
を
お
の
お
の
三

分
の
一
ず
つ
に
し
よ
う
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
こ
の
方
針
が
出
た

主
た
る
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
食
糧
を
カ
ナ
メ
と
す
る
」
農

業
政
策
が
、
食
糧
の
絶
対
的
な
生
産
水
準
の
引
上
げ
に
役
立
っ
て

も
、
農
民
の
所
得
水
準
向
上
に
は
必
ず
し
も
縞
び
つ
か
ず
、
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

の
生
産
意
欲
に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
影
響
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
黒
竜
江
省
に
お
け
る
林
・
牧
・
副
・
漁
業
の
農
業
総
生

産
に
占
め
る
比
は
、
一
九
七
九
年
は
二
五
、
六
％
、
八
○
年
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

三
、
八
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
地
域
特
化
政
策
と
は
、
自
然
条
件
と
地
域
の
要
素
賦
存
状
況
を

考
慮
し
た
農
業
生
産
構
造
の
地
域
再
配
分
政
策
の
こ
と
で
あ
る
。

黒
竜
江
省
は
一
九
七
八
年
か
ら
農
作
物
の
区
域
化
を
試
験
し
始
め
、

一
九
八
O
年
に
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
総
括
し
、
全
省
を
六
つ
の
作

物
主
産
区
に
分
け
、
各
区
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
作
物
を
植

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
）

え
る
方
向
を
打
出
し
た
。
同
様
の
趣
旨
で
東
北
三
省
各
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
「
生
産
基
地
」
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
恐
ら
く
そ

の
最
も
際
立
っ
た
例
が
「
蘭
品
食
糧
基
地
」
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
全
国
に
二
二
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
商
品
化
食
糧
生
産

基
地
の
う
ち
三
つ
が
東
北
三
省
に
あ
り
、
な
か
で
も
黒
竜
江
省
と

吉
林
省
の
生
産
基
地
に
は
現
実
に
資
金
が
投
下
さ
れ
、
建
設
に
着

　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

手
さ
れ
始
め
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
農
業
生
産
政
策
の
変
更
は
、
省
を
単
位
と
す
る
農
業

生
産
地
域
の
農
産
物
構
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、

今
後
の
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
政
策
が
理
想
通
り

に
実
行
に
移
さ
れ
る
と
、
ミ
ク
ロ
的
に
み
た
農
業
生
産
構
造
の
単

一
化
（
特
化
）
と
、
省
レ
ベ
ル
で
の
、
マ
ク
ロ
的
に
み
た
そ
の
多

角
化
と
が
同
時
に
進
行
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　
②
投
入
構
造
と
生
産
性
の
変
化
。

　
私
は
旧
稿
で
す
で
に
、
東
北
地
区
農
業
が
そ
の
投
入
構
造
の
面

で
み
て
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
と
り
わ
け
農
業
機
械
化
や
化
学
肥

料
の
増
投
化
が
進
み
、
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い

＾
螂
）
た
。
こ
の
節
で
も
旧
稿
を
補
足
し
、
三
省
別
に
み
た
農
業
投
入
構

617



一橋論叢 第八十七巻 第五号　（80）

造
の
変
化
を
簡
単
に
整
理
し
、
そ
の
あ
と
で
労
働
お
よ
ぴ
土
地
生

産
性
の
動
き
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
に
農
業
労
働
カ
の
推
移
で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
関
係
上
、
農

業
労
働
カ
数
な
い
し
時
間
の
推
計
は
断
念
し
、
農
村
（
ま
た
は
農

家
）
人
口
数
で
そ
の
動
き
を
み
て
お
く
。
第
3
表
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
東
北
地
域
に
お
い
て
農
村
人
口
は
増
大
し
続
け
、
と
り
わ

け
一
九
五
七
年
以
降
急
増
し
て
き
た
。
な
か
で
も
黒
竜
江
省
に
お

け
る
農
村
人
口
の
伸
び
は
著
し
く
、
一
九
三
八
－
四
二
年
か
ら
五

二
年
ま
で
は
年
二
％
、
五
二
年
か
ら
五
七
年
ま
で
は
二
、
三
％
、

そ
し
て
五
七
年
か
ら
八
○
年
に
か
け
て
七
％
弱
の
伸
び
率
を
示
し

（
以
上
い
ず
れ
も
複
利
の
成
長
率
）
、
し
た
が
っ
て
三
省
全
体
に
占

3．大家畜頭数（千頭）

照竜江 吉林 遼　寧 三省計

2．323 1．206 1，424 4，953
（46－9） （24．3〕 （28．8） （100．O）

1，419 1，097 1，204 3，720

（38．1） （29．5） （32．4〕 （100．O）

2．528

2，095 1，705 2，400 6，190
（33．7〕 （27．5） （38．8） （loo．o）

2I鮒〕

方法が両表て全く異なるためである。

加であo。自然人口増加率は平均35％，都市

％てある）。LかLここでは人口増加450万人

仮定Lて計算。
1，η6万人で，うち遼寧省が48．6％，吉林省が

Pエe；s，19フO，p．280－Appendi■　table1　にょ

舎針の耕地面積は16，401（千ha．〕にはね上が

ころから針算．r中国経済年鑑』（1980年版）よ

め
る
黒
竜
江
省
の
割
合
は
、
一
九
三
八
－
四
二
年
の
二
五
、
七
％

か
ら
五
七
年
の
二
七
％
、
そ
し
て
八
○
年
の
三
四
、
九
％
に
ま
で

増
大
し
て
き
た
。
他
方
、
遼
寧
省
の
農
村
人
口
の
占
め
る
比
は
低

下
し
、
一
九
五
七
年
ま
で
四
五
％
以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
、
八
○

年
に
は
三
八
、
三
％
に
ま
で
藩
ち
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
黒
竜
江
省
は
辺
境
省
と
し
て

開
拓
が
最
も
遅
れ
て
い
た
た
め
に
近
年
急
遠
に
開
拓
が
進
み
、
そ

れ
に
つ
れ
人
口
も
増
加
し
て
き
た
。
他
方
遼
寧
省
は
開
拓
が
最
も

進
み
、
開
墾
の
余
地
が
少
な
く
、
し
か
も
藩
陽
、
撫
順
、
鞍
山
を

中
心
に
工
業
化
が
中
国
全
体
で
も
最
も
進
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
都

市
・
工
業
部
門
へ
農
村
人
口
が
流
れ
て
い
っ
た
。
黒
竜
江
省
の
農

村
人
口
の
増
大
は
、
同
地
域
に
お
け
る
人
口
の
自
然
増
に
よ
る
よ

り
も
む
し
ろ
他
省
か
ら
の
移
動
と
い
う
社
会
的
増
加
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
次
の

三
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
と
思
わ
る
。
イ
、
以
下
に
お
い
て
も
触

れ
る
国
営
農
揚
の
増
設
・
拡
大
に
よ
る
農
業
労
働
カ
、
お
よ
び
そ

の
家
族
の
国
家
に
よ
る
計
画
的
配
分
、
口
、
「
下
放
」
政
策
に
よ

る
都
市
か
ら
の
（
半
）
計
画
的
人
口
移
動
、
そ
れ
に
、
ハ
、
山
東

省
等
を
中
心
と
す
る
本
土
農
村
か
ら
の
非
含
法
的
人
口
移
動
、
で

あ
る
。
こ
の
な
か
で
も
ハ
、
に
よ
る
も
の
が
一
九
五
〇
年
代
末
か
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第3表 主要農業投入指標
1一農村人口数（千人） 2、耕地面税（千ha．）

黒竜江 吉林 遼　寧 三省計 黒竜江 吉　林 遜　寧 三省計

1929－32平均 21．4741〕 6必5 4，088 3，528 13，8ア1

（45．1〕 （29．5） （25．4）

1938－2平均
（100．O）

6，鮎8
’（妬．7）

7，鴉o 11，12I 24，760！〕

（29．4）

ア，336 4，9アO

（4．9） （100．0）
4，682 16，988

（43．2〕 （29．3〕 （27．6〕 （100．O）

．1952 8．Oア9 13，お03〕 6，4η 4，680 4，665 15．8225〕

（40．9） （29．6） 〔28．5） （1oo．o）

195フ 9，o｝o 8，アOO 15，；1フ 3ヨ，獅’〕

（27－2）
7．140

（26．2〕 （46－7）

4，フ20

（loo．o）
4，750 16，610

（43．O） （28．一） （28．6） （1oo．o）

ユ990 21，647 16，618 23，781 62，㎜
（狽．9〕

8，8那〕
（26．8〕

4．040
（38．3） （100．O〕

．3，760

（53．2）

16，6η

（24．2） （22．5） （100．O）

（衰注〕 ユ）前掲拙稿「中国の農漿一一・」第4表のユ929〕31年農家人口数平均値。

2）同上推計値をもとに計算すると25，ア62（千人）と壮り，ユOO万人の誤差が生まれるが、それは推看十

3）孫敬之綴前摺書によると，195フ年の遼寧省の人口は1952より400万人増え，うち約80％が自然増

　　部では42％てあoたといラ。これは明らかに矛盾Lている（5隼間で約320万人の自然増は平均3

　　が正LいとL，社会増80万人のうち，ユ957隼の良村人口此をかけたものが農村におげる社会増と

4）同じく孫敬之編前掲書の各省別農村人口数の合計値であるが，同書のなかのr都市部居住人口は
　　20．9％，黒竜江省が30．5％を占める」といラ配述と矛盾する。

5〕K且㎎Ch邑oμgf伽〃〃〃Pf0曲’榊㎝伽Co閉舳榊“C加舳7949＿1965，U皿iv．of　W1昌oo㎜m
　　る。たおChaoはこれを過少擢計であるとLて彼自身の推針値を捉示Lている。それによると三省
　　る。

6）1979年の数字。r全省国営農場…一の耕地面椥ま3，0呂9万畝，全省総耕地面横の23．2％」というと
　　り。

7〕1979牢の数字。『中国首科年艦』（1980年版〕よO．

8）『人民日報』1980隼9月15目。

ら
六
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
相
当
あ
っ
た
と
日
本
人
帰
国
者
が
証
．

　
　
　
　
＾
H
）

言
し
て
い
る
。

　
農
村
（
な
い
し
は
農
家
）
人
ロ
イ
コ
ー
ル
農
業
労
働
人
口
で
は

な
い
。
黒
竜
江
省
に
お
い
て
は
、
一
九
五
七
年
の
農
村
人
口
に
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
甘
〕

め
る
農
業
労
働
カ
の
比
率
は
三
七
、
六
％
、
同
じ
く
．
一
九
八
○
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
∬
〕

の
遼
寧
省
の
そ
れ
は
二
八
、
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
比
率
は
農
村

内
に
お
け
る
人
口
構
成
の
如
何
に
よ
っ
て
変
わ
る
ぱ
か
り
か
、
農

村
内
の
工
業
化
の
進
展
、
行
政
・
教
百
等
の
機
構
の
拡
大
に
よ
っ

て
も
変
化
す
る
。
し
か
し
、
一
九
五
七
年
以
来
こ
の
比
率
は
低
下

し
て
き
た
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
。
事
実
、
黒
竜
江
省
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

合
、
最
近
五
四
〇
万
の
農
業
労
働
カ
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
比

率
は
約
二
五
％
に
ま
で
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
他
省
に

つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
数
字
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
・
こ
こ
で

は
と
り
あ
え
ず
不
変
と
仮
定
し
て
お
く
。

　
第
二
に
耕
地
面
積
の
動
き
を
み
る
と
、
第
3
表
2
か
ら
、
解
放

前
は
各
省
と
も
増
犬
し
て
い
っ
た
が
、
解
放
以
後
吉
林
、
遼
寧
省

で
は
伸
ぴ
悩
み
、
五
七
年
以
降
逆
に
減
少
し
た
こ
と
、
ま
た
、
黒

竜
江
省
に
お
い
て
は
一
九
五
七
年
以
後
も
耕
地
は
拡
大
し
て
い
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
耕
地
面
積
に
か
ん
す
る
デ
ー
タ
は
、

の
ち
に
指
摘
す
る
よ
う
に
（
補
論
参
照
）
問
題
が
多
く
、
第
3
表
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第4表

1929－32平均

1938－42平均

　　1957

　　19ア9

多毛作指数の動き

黒竜江

101，4

78．61＝

98，0

98．O

（単位：％）

吉　林　遼　寧　三省計

9ア．2　　　　98，1　　　　99，4

92，5　　　　90，3　　　　85．9，：

97．7　　　104，0　　　　99．6

100．0　　　105．0　　　100．0

頭
に
大
々
的
な
開
拓
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

年
に
黒
竜
江
省
国
営
農
場
は
計
二
二
八
、
六
万
㎞
開
墾
し
、

六
九
－
七
八
年
に
は
年
平
均
八
万
㎞
の
ぺ
ー
ス
で
開
墾
を
進
め
て

　
　
　
　
　
＾
1
8
）

き
た
と
い
わ
れ
る
。
黒
竜
江
省
の
可
耕
荒
地
は
三
四
七
万
㎞
と
も
、

二
一
七
万
㎞
ど
も
い
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
先
述
し
た
農
業

政
策
の
修
正
に
伴
っ
て
、
今
後
の
開
墾
ぺ
ー
ス
は
次
第
に
低
下
し

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
播
種
面
積
と
耕
地
面
稜
の
比
率
、
す
な
わ
ち
多
毛
作
指
数
の
動

　
　
　
　
　
2
の
個
々
の
推
計
値
に
つ

桑
の
　
ね
年

鮒
3
年
　
砒
↓
　
い
て
は
大
き
な
留
保
を
置

の
螂
％
訪
　
　
　
　
　
一
g

こ
1
　
5
”
　
く
必
要
が
あ
る
。

　
り
　
”
，

川
u
　
榊
榊
　
　
以
上
の
事
実
は
、
吉
林
、

讐
笥
撃
の
二
省
で
は
旧
満
洲

耕
の
…
蕗

籔
凄
時
代
に
ほ
ぼ
開
墾
し
尽
さ

胴
欄
㍑
す
相
灯
れ
、
解
放
以
後
は
む
し
ろ

機
縦
幸
足
一
時
代
一
入
つ

一
二
と
を
前
3
％
て
い
っ
た
こ
と
を
暗
示
す

数
る
る
値
た
6
・

撤
梢
淋
⑰
パ
洲
る
。
他
方
黒
竜
江
省
は
豊

毛
低
推
竜
る
均

”
紋
傲
黒
”
岬
宮
な
未
墾
地
を
も
ち
、
解

注
　
　
2
〕

　
　
　
　
　
放
以
後
も
国
営
農
揚
を
先

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
九
－
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

き
は
第
4
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
二
九
－
三
二
年
の
平

均
で
三
省
合
計
が
九
九
、
四
％
、
そ
れ
が
一
九
三
八
－
四
二
年
に

は
八
五
、
九
％
に
ま
で
低
下
し
、
解
放
後
五
七
年
に
は
再
び
九
九
、

六
％
に
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
数
字
の
、
と
り
わ

け
旧
満
洲
時
代
の
黒
竜
江
省
に
か
ん
す
る
も
の
の
信
頼
度
は
高
い

と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
表
か
ら
遼
寧
省
に

お
い
て
は
少
な
く
と
も
解
放
後
多
毛
作
指
数
の
増
大
が
み
ら
れ
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
南
部
の
遼
寧
省
に
お
い
て

は
耕
地
の
集
約
化
が
進
み
、
ま
た
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な

土
地
不
足
化
が
進
ん
で
き
た
、
と
い
え
る
。

　
第
三
に
、
旧
満
洲
農
業
の
最
も
重
要
な
農
業
資
本
と
も
い
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
．
＾
　
　
ロ
バ

大
家
畜
（
牛
、
馬
、
麗
、
駿
）
の
飼
養
頭
数
の
推
移
を
み
る
と

（
第
3
表
3
）
、
一
九
二
九
－
三
二
年
か
ら
三
八
－
四
二
年
に
か
け

て
の
各
省
に
わ
た
る
落
ち
こ
み
、
そ
し
て
解
放
後
の
、
と
り
わ
け

遼
寧
省
に
お
け
る
著
し
い
回
復
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
近
年
に
至
る

遅
々
と
し
た
増
加
の
足
ど
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
う

る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
何
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
の
か
、

旧
稿
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
の
で
こ
こ
で
は
再
述
を

避
け
る
が
、
た
だ
一
点
、
旧
満
洲
に
お
け
る
治
安
状
況
、
解
放
後

の
集
団
化
、
お
よ
び
家
畜
の
集
団
飼
養
制
度
と
食
糧
の
飼
料
へ
の
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配
分
比
率
が
大
き
く
絡
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
解
放
後
、
と
り
わ
け
六
〇
年
代
以
後
は
、
停
滞
し
て
い
た
大
家

畜
に
代
わ
つ
て
農
業
機
械
化
が
東
北
全
省
に
お
い
て
、
と
く
に
国

営
農
場
の
集
ま
つ
て
い
る
黒
竜
江
省
に
お
い
て
非
常
な
勢
い
で
進

ん
で
い
つ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
旧
稿
で
触
れ
て
お
い
た
の
で
こ

こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
一
点
、
重
要
な
点
を
補
足
す
る
と
、
無

理
に
機
械
化
を
進
め
た
た
め
に
「
機
械
化
貧
乏
」
に
似
た
現
象
が

現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
黒
竜
江
省
で
は
一
九
七
九
年
に
三

七
、
八
○
年
に
七
〇
五
の
機
械
化
試
験
生
産
大
隊
を
選
定
し
、
そ

の
効
果
を
調
査
し
た
が
、
一
部
の
単
位
で
は
経
済
効
果
を
無
視
し
・

機
械
化
の
た
め
の
機
械
化
が
み
ら
れ
た
と
い
一
苧
し
た
が
一
て
・

農
業
に
お
け
る
機
械
化
の
指
標
と
し
て
し
ぱ
し
ぱ
用
い
ら
れ
る
ト

ラ
ク
タ
ー
台
数
や
機
械
耕
作
率
も
、
表
面
的
な
数
字
だ
け
で
は
機

械
化
の
進
展
、
お
よ
び
農
業
生
産
に
対
す
る
効
果
を
計
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
第
四
に
肥
料
の
投
下
傾
向
で
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
以
前
の

伝
統
的
な
肥
料
投
入
と
そ
れ
以
降
の
化
学
肥
料
の
増
投
と
い
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

明
瞭
な
対
比
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
が
旧
満
洲
地
域
内
部
に
お
い
て

い
か
な
る
ち
が
い
を
み
せ
、
ま
た
時
期
別
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
き
た
の
か
、
ま
だ
十
分
な
情
報
を
得
て
い
な
い
が
、
開
拓
年
数

の
差
が
単
位
面
積
当
り
施
肥
量
の
差
に
如
実
に
反
映
し
て
い
え
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
も
絡
む
が
一
方
で
は
地
域
別
の
輸
作

体
系
の
差
が
施
肥
水
準
の
ち
が
い
に
も
密
接
に
関
係
し
て
く
る
の

で
、
先
に
み
た
地
域
別
の
産
出
構
造
、
お
よ
ぴ
農
業
生
産
政
策
と

肥
料
投
入
と
の
関
連
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
て
、
い
ま
ま
で
み
て
き
た
各
農
業
投
入
要
素
の
地
域
別
推
移

を
、
生
産
性
、
お
よ
ぴ
要
素
投
入
比
率
の
面
か
ら
眺
め
て
み
よ
う
。

デ
ー
タ
上
の
制
約
と
紙
豚
の
関
係
上
、
議
論
は
労
働
生
産
性
、
土

地
生
産
性
、
そ
れ
に
人
口
・
土
地
比
率
と
い
う
三
つ
の
指
標
に
隈

定
さ
れ
る
。

　
第
一
に
労
働
生
産
性
で
あ
る
が
、
食
糧
生
産
量
を
分
子
に
、
農

村
（
ま
た
は
農
家
）
人
口
を
分
母
に
と
り
、
そ
れ
を
農
業
労
働
生

産
性
の
大
雑
把
な
代
理
変
数
と
考
え
る
。
解
放
前
・
後
の
省
別
労

働
生
産
性
が
第
5
表
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
・
労
働

生
産
性
は
遼
寧
省
を
除
き
解
放
前
か
ら
傾
向
的
に
低
下
し
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
上
述
の
定
義
が
示
す
よ
う
に
こ
れ
ら

の
数
値
は
真
の
意
味
の
農
業
労
働
生
産
性
を
表
わ
し
て
い
な
い
。

先
述
し
た
通
り
、
黒
竜
江
省
の
農
業
労
働
カ
／
農
村
人
口
比
率
は

一
九
五
七
年
の
三
七
、
六
％
が
最
近
二
五
％
に
ま
で
低
下
し
た
と

い
わ
れ
る
か
ら
、
真
の
農
業
労
働
カ
生
産
性
は
同
期
間
に
二
二
八
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第5表労働・土地生産性と人口・土地比率の動き

　　　　　　　i黒竜江吉林遼寧1 三省平均

1．労働生産性（k9／人）

ユ939

1957

ユ980

1．037

859

675

779

600

518

418

427

514

680

590

571

2．土地生産性（kg／ha．）

1930

1939

1957

1980

　1I187
（134．0）

　　　886
（100．O）

　1，087
（122．7）

　1，647
（185．9）

　1，385
（130．9）

　1，058
（100．O）

　1，107
（104．6）

　2，129
（201．2）

　1，404
（142．4）

　　　986
（100．O）

　1I395
（141．5）

　3，250
（329－6）

　1，301
（135．4）

　　　961
（100．O）

　1，181
（122．9）

　2，125
（221．1）

3．人口・土地比率（人／ha・）

ユ939

1957

1980

　0．85

（1．00）

　1．27

（1．49）

　2．44

（2．87）

　1．36

（1．00）

　ユ．85

（1．36）

　4，11

（3．02）

　2．36

（1．00）

　3．27

（1－39）

　6．32

（2，68）

　1．41

（1．00）

　2．00

（1．42）

　3．72

（2－64）

注〕1．は食糧生産刑農家（または豊村）人口。2．

　　　Lて求めた。

は食糧生産量幟地面積，3。 1主2．’1．と

五
9
k
／
人
か
ら
二
七
〇
〇
㎏
■
人
へ
と
、
少
し
ば
か
り
上
昇
し
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
大
体
の
傾
向
と
し
て
、
黒
竜
江
、
吉
林
の

両
省
は
、
解
放
前
か
ら
今
日
ま
で
農
業
労
働
生
産
性
が

上
昇
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
事
実
黒
竜
江
省
で
は
、

農
業
労
働
力
一
人
当
り
の
食
糧
生
産
量
は
、
一
九
四
九

年
の
二
二
四
九
㎏
／
人
か
ら
一
九
七
七
年
の
二
一
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
〕

㎏
／
人
へ
と
や
や
低
下
し
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
省
よ
り
下
の
地
域
レ

ベ
ル
の
断
片
的
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。
た
と
え
ぱ
吉
林

省
の
楡
樹
、
懐
徳
、
農
安
、
扶
余
、
徳
恵
、
梨
樹
、
九

台
、
伊
通
の
各
県
は
「
商
品
食
糧
基
地
県
」
に
な
っ
て

い
る
が
、
一
九
七
九
年
に
五
六
〇
余
万
の
農
業
人
口
は

一
人
平
均
食
糧
一
五
三
八
斤
（
七
六
八
㎏
）
生
産
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
〕

国
家
に
五
九
〇
斤
（
二
九
五
㎏
）
売
渡
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
『
満
洲
農
産
統
計
』
（
昭
和
一
五
年
版
）
に

よ
る
と
、
こ
れ
ら
八
県
の
農
業
人
口
の
合
計
二
五
一
万

人
、
い
も
類
を
除
い
た
食
糧
の
生
産
の
合
計
一
九
六
万

ト
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
人
平
均
七
八
一
㎏
と
な
り
、

三
八
年
後
の
水
準
を
少
し
上
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

生
産
性
の
高
い
「
商
品
食
糧
基
地
」
で
さ
え
も
、
労
働

生
産
性
の
伸
び
悩
み
の
ワ
ナ
か
ら
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
抜
け
出
せ

て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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次
に
土
地
生
産
性
で
あ
る
が
、
食
糧
生
産
量
を
耕
地
面
稜
で
割

っ
た
値
を
と
れ
ぱ
、
こ
れ
は
前
項
の
労
働
生
産
性
と
異
な
り
、
解

放
以
後
、
と
く
に
一
九
五
七
年
以
後
着
実
に
増
加
し
て
き
て
い
る

（
第
5
表
2
）
。
一
九
三
九
年
は
三
〇
年
に
比
ぺ
土
地
生
産
性
が
低

下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
俗
に
い
う
旧
満
洲
に
お
け
る
■
「
地
力
低

下
」
現
象
を
示
し
て
い
る
。

　
三
省
の
な
か
で
遼
寧
省
の
土
地
生
産
性
の
回
復
と
伸
長
が
最
も

著
し
い
。
こ
れ
は
、
土
地
不
足
の
状
態
の
最
も
濃
厚
な
地
域
ほ
ど

土
地
の
集
約
的
利
用
、
し
た
が
っ
て
土
地
生
産
性
向
上
へ
の
努
カ

が
傾
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
。
も
っ
と
も
、
上
記
の
定
義

の
土
地
生
産
性
は
、
食
糧
の
反
当
収
量
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
土

地
の
利
用
形
態
（
つ
ま
り
、
全
耕
地
に
上
］
め
る
食
糧
作
付
用
耕
地

の
比
率
）
、
お
よ
ぴ
多
毛
作
指
数
の
変
化
を
無
視
し
て
い
る
。
後

者
は
、
第
4
表
で
み
た
よ
う
に
際
立
っ
た
変
化
は
み
ら
れ
な
い

が
、
前
者
は
、
先
に
作
付
構
成
の
変
化
の
と
こ
ろ
で
指
摘
し
た
通

り
、
解
放
後
土
地
の
単
一
的
利
用
と
多
角
的
利
周
と
の
あ
い
だ
で
、

政
策
が
揺
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
前
項
の
労
働
生
産
性
に
比

べ
る
と
、
は
る
か
に
こ
の
土
地
生
産
性
が
実
際
の
動
き
を
反
映
し

て
い
る
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
。
黒
竜
江
省
の
場
合
、
一
九

七
九
年
は
豊
作
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
畝
当
り
収
量
は
二
六

四
斤
（
一
九
八
○
㎏
■
㎞
）
に
す
ぎ
ず
、
「
三
十
年
来
全
省
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

収
量
は
毎
年
四
斤
（
二
㎏
）
で
し
か
増
え
て
い
な
い
」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
三
十
年
前
は
全
省
平
均
で
一
〇
八
○
㎏
／
㎞
の
食
糧
収

量
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
第
5
表
の
動
き
と
斉
合
的
で

あ
る
。

　
作
物
別
の
土
地
生
産
性
に
か
ん
す
る
デ
ー
タ
で
、
解
放
前
・
後

を
比
較
で
き
る
も
の
と
な
る
と
き
わ
め
て
乏
し
い
。
そ
の
な
か
で

た
と
え
ぱ
遼
寧
省
営
口
県
の
一
九
八
○
年
の
大
豆
の
畝
当
り
収
量
．

は
一
八
五
斤
（
二
二
八
八
㎏
／
㎞
）
で
、
七
八
年
よ
り
二
六
、
七

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
4
〕

％
増
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
一
九
四
〇
年
の
営
口
市
に
お

け
る
犬
豆
収
量
は
九
一
四
㎏
／
㎞
で
あ
っ
た
か
ら
、
四
〇
年
間
の

あ
い
だ
に
、
収
量
は
約
一
・
五
倍
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
犬
豆
の
生
産
が
解
放
後
低
迷
し
、
さ
し
た
る
技
術
進
歩
が
な

か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
最
後
に
人
口
・
土
地
比
率
を
み
て
み
る
。
こ
こ
で
い
う
農
村
人

口
／
耕
地
面
積
の
比
率
は
、
上
記
の
土
地
生
産
性
と
労
働
生
産
性

の
比
率
で
あ
る
。
第
5
表
か
ら
、
三
省
と
も
一
様
に
人
口
・
土
地

比
率
が
解
放
前
か
ら
上
昇
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
く
に
吉

林
省
に
お
い
て
そ
の
上
昇
率
が
著
し
い
。

　
人
口
．
土
地
比
率
の
上
昇
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
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は
耕
地
面
稜
の
絶
対
的
減
少
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
第
3
表
に
み
た

よ
う
に
、
吉
林
、
遼
寧
の
両
省
で
は
省
レ
ベ
ル
で
と
っ
て
耕
地
面

積
が
絶
対
的
に
滅
少
し
て
き
た
。
断
片
的
情
報
を
集
め
て
み
る
と
、

た
と
え
ぱ
吉
林
省
梨
樹
県
で
は
一
九
四
〇
年
に
二
三
、
七
万
㎞
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
％
）

っ
た
耕
地
が
今
日
で
は
一
九
、
四
万
㎞
に
、
ま
た
黒
竜
江
省
密
山

県
で
は
一
九
四
〇
年
に
一
六
、
一
万
㎞
あ
っ
た
耕
地
は
ニ
ニ
、
八

　
　
＾
2
6
〕

万
㎞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
増
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

　
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
は
耕
地
面
穂
が
相
対
的
に
減
少
す
る
タ
イ

プ
で
あ
り
、
た
と
え
ぱ
吉
林
省
農
安
県
で
は
二
四
万
㎞
か
ら
二
六
、

三
万
㎞
に
耕
地
は
四
〇
年
間
に
若
千
増
え
て
い
る
も
の
の
、
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

は
そ
の
間
実
に
五
倍
近
く
増
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
土
地
の
比
較
的
豊
宮
な
黒
竜
江
省
で
さ
え
、
人

口
の
自
然
増
と
社
会
増
が
人
口
圧
カ
に
な
り
、
他
方
、
人
口
．
土

地
比
率
の
悪
化
を
打
消
す
ほ
ど
に
は
土
地
生
産
性
が
伸
び
ず
、
労

働
生
産
性
の
停
滞
に
結
ぴ
つ
い
て
い
っ
た
刀
い
い
か
え
れ
ば
、
こ

う
し
た
生
産
構
造
と
要
素
賦
存
の
面
で
今
日
の
黒
竜
江
は
解
放
前

の
遼
寧
に
、
そ
し
て
恐
ら
く
一
九
六
〇
年
代
初
期
の
吉
林
に
次
第

に
近
づ
い
て
き
た
。
し
か
し
第
5
表
の
各
項
数
値
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
依
然
と
し
て
三
省
の
投
入
構
造
の
差
異
は
大
き
い
。

　
＊
　
本
稿
に
お
け
る
統
計
作
業
に
お
い
て
、
経
済
学
都
地
域
経
済
共
同

　
研
究
室
助
手
石
谷
由
美
子
氏
の
多
大
な
る
ご
協
カ
を
得
た
。
こ
こ
に

　
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
計
算
作
業
は
、
本
学
憎
報

　
処
理
セ
ン
タ
ー
設
置
の
句
＞
O
O
旨
旨
山
o
o
昌
H
＞
■
シ
ス
テ
ム
を
利

　
用
し
た
。

（
ユ
）
　
前
掲
拙
稿
「
中
国
の
農
業
生
産
構
造
の
変
容
」

（
2
）
　
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
推
計
さ
れ
た
。
黒
竜
江
省
の
多
毛
作

　
指
数
を
九
八
％
と
仮
定
し
（
一
九
七
九
年
に
は
九
八
％
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ー

　
後
掲
第
4
表
）
総
作
付
面
積
を
一
億
三
〇
四
九
万
畝
（
一
畝
は
○
、

　
〇
六
七
㎞
）
と
す
る
。
刊
水
稲
の
作
付
面
積
は
四
三
〇
万
畝
（
『
人
民

　
目
報
』
一
九
八
O
年
九
月
二
三
日
）
、
旬
小
麦
の
そ
れ
は
三
〇
〇
九

　
万
畝
（
同
、
一
九
八
○
年
八
月
一
〇
日
「
金
省
で
す
で
に
収
穫
し
た

　
小
麦
は
一
、
七
一
五
万
畝
、
こ
れ
は
小
麦
播
種
面
積
の
五
七
％
を
占

　
め
る
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
計
算
）
、
バ
大
豆
の
そ
れ
は
二
四
四
〇

　
万
畝
（
同
、
一
九
八
一
年
四
月
九
目
の
「
今
年
の
大
豆
作
付
面
讃
は

　
二
五
〇
〇
万
余
畝
で
、
去
年
に
比
ぺ
約
六
〇
万
畝
の
増
加
」
と
あ
る

　
と
こ
ろ
か
ら
計
算
）
。

（
3
）
　
『
申
国
経
済
年
鑑
』
（
一
九
八
一
年
版
）
に
よ
る
と
、
小
麦
の
総

　
生
産
量
は
七
八
、
九
億
斤
（
一
斤
は
○
、
五
㎏
）
で
あ
っ
た
。

（
4
）
　
『
吉
林
日
報
』
一
九
八
一
年
四
月
八
日
。

（
5
）
『
人
民
目
報
』
一
九
八
一
年
二
月
ニ
ニ
日
。

（
6
）
『
黒
竜
江
日
報
』
一
九
八
一
年
二
一
月
一
八
目
。

（
7
）
　
黒
竜
江
省
の
場
合
、
小
麦
の
作
付
面
積
の
約
半
分
は
国
営
農
場

　
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
営
農
場
と
機
械
化
耕
作

　
の
進
展
も
、
こ
の
省
の
小
麦
作
付
比
率
の
上
昇
に
貢
献
し
て
い
た
可
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能
性
が
強
い
。

（
8
）
　
黒
竜
江
省
党
委
員
会
第
一
書
記
の
楊
易
辰
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ

　
て
い
る
。
「
な
ぜ
〃
三
三
制
。
を
提
起
す
る
の
か
？
　
こ
の
〃
三
三

　
制
”
は
、
我
省
の
農
業
経
営
が
単
調
で
、
経
済
収
入
水
準
が
低
い
と

　
い
う
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的

　
は
、
農
業
構
造
を
改
め
、
経
済
作
物
と
多
角
経
営
を
発
展
さ
せ
、
商

　
品
経
済
を
発
展
さ
せ
、
で
き
る
だ
け
早
く
農
村
の
”
小
康
社
会
”
を

　
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
」
（
『
黒
竜
江
日
報
』
一
九
八
一
年
八
月
一

　
五
目
）

（
9
）
　
万
選
「
発
展
我
省
農
業
商
品
初
探
」
『
黒
竜
江
日
報
』
一
九
八

　
一
年
六
月
一
七
目
。

（
1
0
）
　
『
人
民
目
報
』
　
一
九
八
O
年
六
月
一
一
日
参
照
。
一
方
、
こ
の

　
地
域
特
化
政
策
に
沿
っ
て
、
従
来
の
食
糧
増
産
政
策
に
よ
り
無
理
に

　
耕
地
化
し
た
牧
野
を
も
と
に
戻
す
動
き
も
出
て
い
る
。
楊
易
辰
「
黒

　
竜
江
省
発
展
農
村
経
済
的
幾
個
間
題
」
『
経
済
管
理
』
　
一
九
八
一
隼

　
第
二
一
期
参
照
。

（
1
1
）
　
李
嫡
坤
「
農
業
現
代
化
建
設
中
的
資
金
問
題
」
『
経
済
研
究
』

　
一
九
八
一
年
第
二
一
期
。
全
国
ニ
ニ
の
商
品
食
糧
基
地
構
想
が
出
た

　
の
は
第
五
期
全
国
人
民
代
表
大
会
（
一
九
八
○
年
）
以
来
で
あ
る
が
、

　
そ
の
構
想
自
体
確
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
九
個
の
塞
地
構

　
想
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
張
靖
宜
「
関
於
我
国
糧
食
生
産
発
展
途
経

　
問
題
的
探
討
」
『
北
京
財
貿
学
院
学
報
』
一
九
八
一
年
第
一
期
参
照
。

（
1
2
）
　
拙
稿
前
掲
「
中
国
の
農
業
－
－
」
。

（
1
3
）
　
あ
る
帰
国
者
は
こ
う
懐
古
し
て
い
る
。
「
一
九
五
八
年
ご
ろ
は

　
黒
竜
江
省
の
各
地
に
組
織
が
で
き
ま
し
て
、
山
東
か
ら
来
た
人
を
一

　
個
所
に
集
め
、
山
東
省
に
帰
る
よ
う
勧
め
る
の
で
す
。
け
れ
ど
も
彼

　
ら
は
帰
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
（
中
略
）
送
り
返
し
て
も
ま
た
や
っ
て

　
来
る
ん
で
す
。
現
在
は
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
多
く
の
人
が

　
東
北
に
来
て
い
ま
す
。
L
『
黒
竜
江
省
元
人
民
公
社
員
と
の
面
談
記

　
録
』
ア
ジ
ァ
経
済
研
究
所
所
内
賞
料
（
調
査
研
究
部
M
五
二
－
四
）

　
一
九
七
八
年
、
七
二
ぺ
ー
ジ
。

（
1
4
）
　
孫
敬
之
編
前
掲
書
。

（
帖
）
　
『
中
国
経
済
年
鑑
』
（
一
九
八
一
年
版
）
よ
り
。

（
1
6
）
　
万
選
前
掲
論
文
。

（
1
7
）
　
第
2
表
で
は
一
九
三
八
－
四
二
年
か
ら
解
放
後
の
五
二
年
に
か

　
け
て
、
公
表
値
で
は
七
％
、
カ
ン
・
チ
ャ
オ
推
計
値
で
も
三
％
強
、

　
三
省
合
計
の
耕
地
面
積
は
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
旧
満
洲

　
時
代
の
耕
地
面
積
の
過
犬
評
価
に
よ
る
も
の
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
解

　
放
後
の
耕
地
面
積
が
過
少
評
個
さ
れ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
詳
し

　
く
は
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
農
業
部
土
地
利
周
局
「
我
国
土
地

　
間
題
的
情
況
和
今
後
的
意
見
」
『
農
業
経
済
叢
刊
』
一
九
八
一
年
第

　
一
期
。

（
1
8
）
　
喬
林
「
黒
竜
江
省
国
営
農
場
投
資
方
向
探
討
」
『
経
済
管
理
』

　
一
九
八
一
年
第
三
期
。
一
九
七
八
年
以
降
八
○
年
半
ば
ま
で
二
二
万

　
㎞
開
墾
し
た
。
と
い
う
か
ち
（
『
人
民
目
報
』
一
九
八
○
年
八
月
五
日
）
・

　
黒
竜
江
省
国
営
農
場
の
開
拓
ぺ
ー
ス
は
依
然
落
ち
て
い
な
い
こ
と
に

　
な
る
。

（
1
9
）
　
苗
玉
文
「
摘
機
械
化
要
講
究
経
済
効
果
」
『
黒
竜
江
日
報
』
一
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九
八
一
年
六
月
一
五
目
。

（
2
0
）
　
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
2
1
）
　
戴
謹
安
・
李
友
華
「
農
業
機
械
化
進
程
中
的
幾
個
経
済
間
題
」

　
『
農
業
経
済
間
題
』
一
九
八
○
年
第
一
期
。

（
2
2
）
　
『
人
民
日
報
』
一
九
八
○
年
一
月
二
四
同
。

（
2
3
）
　
同
、
一
九
八
O
年
一
〇
月
二
三
目
。

（
2
4
）
　
同
、
一
九
八
○
年
一
〇
月
四
目
。

（
”
）
　
同
、
　
一
九
八
○
年
二
一
月
二
五
目
。

（
2
6
）
　
同
、
　
一
九
八
○
年
一
〇
月
五
目
。

（
2
ア
）
　
同
、
．
一
九
八
一
年
二
月
二
一
目
。

補
論

旧
満
洲
農
業
の
マ
ク
ロ
的
生
産
関
数
と
生

　
産
・
耕
地
統
計

　
旧
満
洲
は
、
組
織
的
な
農
業
実
態
調
査
や
農
家
経
済
調
査
と
い

う
ミ
ク
ロ
的
デ
ー
タ
、
そ
れ
に
県
・
旗
・
市
別
の
マ
ク
ロ
的
農
業

統
計
が
比
較
的
系
統
的
に
得
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
旧
中
国
の

な
か
で
は
特
別
な
地
域
に
当
る
。
前
者
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
の
旧
、

満
洲
農
業
の
生
産
関
数
計
測
の
試
み
は
、
筆
者
は
す
で
に
他
の
機

　
　
　
　
　
　
＾
1
）

会
に
行
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
後
者
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
の
マ
ク

ロ
的
農
業
生
産
関
数
を
計
測
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
作
業

を
通
じ
て
、
逆
に
依
拠
し
た
デ
ー
タ
と
資
料
の
限
界
を
見
極
め
る

付表1．『満洲農産統計』データによる農業生産関数パラメーター計測値
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1
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3
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1
9
3
9
 
1
9
4
0
 
1
9
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1
9
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0
.
4
7
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.
1
9
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.
6
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8
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8
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1
7
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9
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3
7
4
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l
.
0
8
7
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0
.
0
4
6
5
)
 
0
.
9
7
5
3
 
(
0
.
0
3
2
1
)
 
0
.
8
0
8
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(
0
.
0
4
1
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)
 
0
.
7
1
1
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(
0
.
0
6
1
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)
 
O
.
8
2
5
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(
0
.
0
3
3
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0
.
l
0
5
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(
O
.
0
3
4
9
)
 
0
.
1
1
9
4
 
(
0
.
0
2
6
9
)
 
0
.
2
9
8
8
 
(
0
.
0
3
2
2
)
 
0
.
2
6
9
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(
0
.
0
6
0
4
)
 
0
.
1
9
4
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(
0
.
0
3
2
1
)
 

-
0
.
1
0
5
2
 
(
0
.
0
4
5
6
)
 
-
0
.
0
5
1
7
 
(
0
.
0
3
1
8
)
 
-
0
.
0
4
2
7
 
(
0
.
0
3
7
4
)
 
0
.
0
8
5
4
 
(
0
.
0
7
8
1
)
 

0
.
9
7
0
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(
0
.
2
6
0
8
)
 
0
.
9
8
6
0
 
(
0
.
1
6
8
0
)
 
0
.
9
8
1
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(
0
.
1
8
5
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)
 
0
.
9
1
7
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(
0
.
4
1
0
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)
 
0
.
9
7
8
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(
0
.
1
9
9
3
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1
4
5
 
1
4
5
 
1
4
3
 
1
 
4
2
 
1
4
1
 

注）A，N，X列の数値は，1n　Y＝C＋α11nA＋α加N＋皿81n　XとしたときのαエI皿ヨ。蜘の価

　　をそれぞれ示す。（）内ほ標碓誤養。R肘は自由度修正ずみの決定係数。

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

使
用
し
た
デ
ー
タ
は
満
鉄
の
『
満
洲
農
産
統
計
』
昭
和
ニ
ニ
ー
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一
七
年
版
よ
り
得
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
つ
き
計
測
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
九
三
八
－
四
二
年
の
各
年
に

つ
き
、
被
説
明
変
数
に
一
九
三
九
年
付
加
価
値
率
を
ウ
ェ
イ
ト
し

た
食
糧
純
生
産
額
（
Y
）
、
説
明
変
数
に
食
糧
の
作
付
面
稜
（
A
）
、

農
家
人
口
（
N
）
、
お
よ
び
大
家
畜
（
X
）
を
と
り
、
対
数
線
型

の
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
計
測
結
果
は
付
表
1
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
統
計
的
に
有
意
な
説
明
変
数

は
A
、
お
よ
び
N
で
し
か
な
く
、
と
り
わ
け
前
者
の
回
帰
係
数
と

被
説
明
変
数
と
の
単
相
関
係
数
が
著
し
く
高
い
。
そ
こ
で
一
九
三

八
－
四
二
年
平
均
の
県
別
、
省
別
の
土
地
生
産
性
（
9
／
L
）
、

人
口
．
土
地
比
率
（
N
／
L
）
、
お
よ
ぴ
大
家
畜
・
土
地
比
率

（
X
／
L
）
を
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
散
を
求
め
る
と
、
他
の

指
標
、
た
と
え
ぱ
大
家
畜
・
土
地
比
率
や
労
働
生
産
性
な
ど
に
比

べ
て
、
土
地
生
産
性
の
分
散
だ
け
が
き
わ
め
て
小
さ
い
こ
と
が
分

　
＾
2
〕

か
っ
た
（
こ
こ
で
9
と
L
と
は
、
い
も
類
を
除
く
食
糧
生
産
量
と

耕
地
面
積
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
）
。

　
こ
の
こ
と
は
、
地
域
別
に
み
て
土
地
生
産
カ
は
ほ
ぽ
一
様
で
あ

る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
『
満
洲
農
産
統
計
』
の
県
別
耕
地
、
ま

た
は
食
糧
生
産
量
統
計
の
い
ず
れ
か
（
恐
ら
く
前
者
）
が
、
か
な

り
弱
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
相

当
広
い
地
域
に
わ
た
り
、
作
物
別
の
反
当
収
量
を
基
本
的
に
同
一

と
仮
定
し
、
生
産
量
を
集
荷
量
や
地
域
内
の
少
数
の
村
の
収
穫
状

況
等
を
も
と
に
推
定
し
、
そ
れ
を
も
と
に
逆
に
耕
地
を
推
計
し
た

可
能
性
さ
え
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
満
洲
国
」
建
国
前
の
初
期
の

耕
地
推
計
で
は
、
農
産
物
の
輸
出
量
と
人
口
（
推
計
）
、
一
人
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

り
食
糧
消
費
量
等
か
ら
逆
に
耕
地
面
稜
を
求
め
て
い
た
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
数
少
な
い
調
査
人
員
が
、
県
と
は
い
え
広
大
な
旧
満
洲

農
村
を
カ
バ
ー
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
相
当
大
胆
な
耕

地
、
お
よ
び
作
付
・
生
産
推
計
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想

像
さ
れ
る
。

　
耕
地
デ
ー
タ
は
一
九
三
九
、
四
〇
年
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
前
後
の
年
次
に
つ
い
て
は
旧
満
洲
地
域
全
体
に
か
か
わ
る
も

の
は
あ
っ
て
も
県
別
の
も
の
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
原
因
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
が
、
生
産
、
作
付
状
況
の
調
査
と
は
異
な
り
、

耕
地
面
積
に
か
ん
す
る
調
査
は
厳
密
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
土
地
台
帳
は
あ
っ
て
も
多
く
の
場
合
実
際
の
面
積
と
帳
簿

上
の
そ
れ
は
異
な
り
、
記
載
洩
れ
や
過
少
報
告
が
多
数
あ
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
耕
地
統
計
は
、
絶
対
的

な
数
値
と
し
て
よ
り
も
土
地
生
産
性
等
の
相
対
的
な
尺
度
に
利
用
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し
た
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
拙
著
『
旧
満
洲
農
村
社
会
経
済
構
造
の
分
析
』
補
諭
B
参

　
　
照
。

　
（
2
）
　
土
地
生
産
性
（
ト
ン
／
㎞
）
の
省
別
平
均
と
分
散
は
次
の
通
り
。

　
　
（
省
）
　
　
（
平
均
）
　
　
　
（
分
散
）

　
　
黒
竜
江
　
○
、
七
二
〇
　
〇
、
〇
六
二

　
　
吉
林
○
、
九
八
二
〇
、
〇
七
四

　
　
遼
　
寧
　
一
、
〇
四
一
　
〇
、
〇
四
三

　
（
3
）
　
満
鉄
調
査
課
『
人
口
耕
地
及
農
産
物
雪
リ
見
タ
ル
満
蒙
の
犬

　
　
勢
』
一
九
一
八
年
参
照
。

（
補
注
一
）
　
本
論
文
脱
稿
後
に
『
中
国
農
業
年
鑑
』
（
一
九
八
O
年
版
）

　
農
業
出
版
社
、
一
九
八
一
年
を
入
手
し
た
。
こ
れ
に
は
一
九
七
九
年

　
に
か
ん
す
る
か
な
り
詳
紬
な
省
別
デ
ー
タ
が
記
戯
さ
れ
て
い
る
。

（
補
注
二
）
　
『
農
業
年
鑑
』
デ
ド
タ
に
よ
る
と
、
一
九
七
九
年
の
黒
竜

　
江
省
に
お
け
る
食
糧
の
作
付
比
率
は
八
六
・
六
％
、
同
じ
く
吉
林
、

　
遼
寧
両
省
の
そ
れ
は
八
八
・
七
％
と
八
三
・
九
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
ト

　
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
最
の
比
重
は
、
黒
竜
江
三
九
・
七
％
、
吉
林
五

　
九
・
一
％
、
遼
寧
五
二
・
六
％
と
、
第
2
表
o
で
み
た
一
九
五
七
年
の

　
そ
れ
の
二
倍
近
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
学
教
授
）
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